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第
１
１
８
回
春
季
北
信
越

高
校
野
球
県
大
会

（信
濃
毎

日
新
聞
社
協
賛
）
最
終
日
は

２０
日
、
決
勝
と
３
位
決
定
戦

を
行
っ
た
。
決
勝
は
佐
久
長

聖
が
６
１
２
で
東
海
大
三
に

勝
ち
、
６
季
ぶ
り
９
度
目
の

優
勝
を
飾
っ
た
。

佐
久
長
聖
は

一
回
に
北
原

の
２
点
二
塁
打
で
先
制
。
同

点
の
五
回
に
田
中
、
北
原
の

適
時
打
で
２
点
を
勝
ち
越

し
、
九
回

一
死
満
塁
か
ら
の

北
原
の
２
点
適
時
打
で
突
き

放
し
た
。
斉
藤
、
池
田
の
継

投
で
東
海
大
三
を
計
６
安
打

に
抑
え
、
反
撃
を
平
津
の
２

ラ
ン
に
よ
る
２
点
に
食
い
止

め
た
。

３
位
決
定
戦
は
、
長
野
商

の
２
年
生
右
腕
鈴
木
が
好

投
。
長
野
商
が
３
１
２
で
諏

訪
清
陵
を
下
し
た
。

優
勝
し
た
佐
久
長
聖
と
、

準
優
勝
の
東
海
大
三
は
、
６

月
７
日
か
ら
４
日
間
の
日
程

で
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
す

る
北
信
越
大
会
に
出
場
。
組

み
合
わ
せ
は
２８

日
に
決
ま

る
。▽決

勝

一酵
疑
筆
∝
∞
２。
∞
０２
００
∞
∞
乾
一２６

▽
本
塁
打
　
平
津

⌒東
）

【評
】
佐
久
長
聖
は

一
回
、

死
球
と
単
打
の
二
死

一
、
三

塁
か
ら
北
原
の
一
一塁
打
で
２

点
を
先
制
。
同
点
で
迎
え
た

五
回
は
死
球
を
足
掛
か
り
と

し
、
田
中
、
北
原
の
適
時
打

で
２
点
を
勝
ち
越
し
た
。
九

回
の
追
加
点
も
３
四
死
球
で

得
た

一
死
満
塁
か
ら
北
原
が

放
っ
た
２
点
適
時
打
。
計
１０

残
塁
と
攻
め
き
れ
な
い
面
は

あ

っ
た
が
、
相
手
投
手
が
制

球
を
乱
し
た
す
き
を
逃
さ
な

か
っ
た
。

東
海
大
三
は
三
回
二
死

一

塁
か
ら
平
津
の
左
越
え
本
塁

打
で
試
合
を
振
り
出
し
に
戻

し
た
が
、
四
回
以
降
は
淡
泊

な
攻
め
に
終
始
。
代
打
起
用

で
勝
負
を
懸
け
た
七
回

一
死

一
、
二
塁
の
好
機
も
も
の
に

で
き
な
か
っ
た
。

佐
久
長
聖

・
斉
藤
投
手

（７
回
２
失
点
で
勝
利
投
手
）

「バ
ッ
ク
を
信
じ
て
思
い
切

リ
イ
ン
コ
ー
ス
を
攻
め
た
結

果
。
以
前
は
追
い
込
ん
で
か

ら
も
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
で
し
か

勝
負
で
き
な
か
っ
た
が
、
球

威
と
制
球
力
が
つ
い
た
せ
い

か
イ
ン
コ
ー
ス
で
も
勝
負
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

東
海
大

三

・
鈴
木
投
手

（死
球
が
失
点
に
つ
な
が
り
）

「今
日
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

良
く
な
か

っ
た
。
無
駄
な
死

球
を
与
え
て
し
ま
い
、
そ
の

後
の
高
め
に
浮
い
た
球
を
打

た
れ
た
の
が
反
省
点
」
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決
勝
は
両
校
と
も
に
背
番
号
１１
の

２
年
生
左
腕
が
先
発
。
攻
撃
力
が
試

さ
れ
る
試
合
は
、
勝
負
ど
こ
ろ
で
の

打
線
の
つ
な
が
り
の
差
が
点
差
と
な

っ
て
表
れ
た
。

好
機
で
集
中
力
が
光
っ
た
の
は
佐

久
長
聖
。　
一
回
、　
一
死
か
ら
死
球
で

走
者
が
出
る
と
、
関
沢
、
北
原
の
短

長
打
で
２
点
を
先
制
。
立
ち
上
が
り

早
々
に
死
球
を
与
え
て
し
ま

っ
た
左

腕
の
動
揺
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。

五
回
の
追
加
点
も
死
球
か
ら
。
送

リ
バ
ン
ト
で
走
者
を
進
め
、
田
中
、

北
原
の
中
軸
の
適
時
打
で
２
点
を
加

え
た
。
３
四
死
球
で
得
た
九
回

一
死

満
塁
も
、
北
原
の
２
点
適
時
打
で
き

っ
ち
り
も
の
に
し
た
。

「決
め
て
や

ろ
う
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
。
自

分
が
つ
な
げ
ば
、
後
ろ
の
打
者
も
つ

な
い
で
く
れ
る
と
信
じ
て
い
た
」
と

北
原
。
３
本
の
適
時
打
で
計
５
打
点

を
た
た
き
出
し
、

「自
分
た
ち
ら
し

い
全
員
野
球
が
で
き
た
」
と
胸
を
張

っ
た
。

県
大
会
は
４
試
合
す
べ
て
２
け
た

安
打
を
放
つ
な
ど
、
数
字
で
も
打
力

ア
ッ
プ
を
証
明
し
た
。

「
こ
の
冬
は

特
に
バ
ッ
ト
を
振
ら
せ
た
。
連
日
■

Ｏ
Ｏ
Ｏ
本
は
超
え
て
い
た
。
長
野
日

大
や
丸
子
修
学
館
が
春
の
甲
子
園
に

出
た
こ
と
で
悔
し
さ
が
あ
っ
た
と
思

う
。
本
当
に
頑
張
っ
て
い
た
」
と
中

村
監
督
。
昨
年
か
ら
外
部
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
コ
ー
チ
の
指
導
で
体
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
も
ス
イ
ン

グ
ス
ピ
ー
ド
や
打
球
の
伸
び
に
表
れ

て
い
る
。

一
方
の
東
海
大
三
は
、
２
点
を
先

取
さ
れ
た
直
後
の

一
回
、
酒
井
の
二

塁
打
で

一
死
二
塁
と
し
た
が
、
中
軸

が
相
次
い
で
凡
退
。
二
回
の
二
死
二

塁
も
生
か
せ
な
か
っ
た
。
三
回
に
平

津
の
２
ラ
ン
で
い
っ
た
ん
は
同
点
に

追
い
つ
い
た
が
、
攻
撃
は
す
べ
て
単

発
。
前
日
の
準
決
勝
で
打
線
の
手
応

え
を
つ
か
み
か
け
て
い
た
藤
井
監
督

は

「打
撃
戦
に
持
ち
込
め
る
か
が
鍵

だ
っ
た
が
…
。
も
う

一
つ
壁
を
越
え

ら
れ
な
か
っ
た
」
。
１
９
９
８
年
秋

以
来
遠
ざ
か
っ
て
い
る
県
大
会
優
勝

を
逃
し
、
表
情
に
悔
し
さ
が
の
ぞ
い

た
。東

海
大
三

・
平
津
選
手

（
三
回
に

２
試
合
連
続
の
本
塁
打
）

「真
ん
中

低
め
の
直
球
。
打

っ
た
瞬
間
に
入
る

と
思
っ
た
。
投
手
が
頑
張
っ
て
い
た

の
で
、
何
と
か
し
て
点
を
取
り
た
か

っ
た
」
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佐
久
長
聖
―
東
海
大
三
　
九
回
長
聖

一
死
満

塁
、
北
原
が
左
前
に
２
点
適
時
打
を
放
つ
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東海大三 淡泊な攻め…

三回東海大三、二

死一塁、左超えに

2点 本塁打を放ち
一塁を回る平津
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